
（６）公共事業新規箇所評価（令和元年度に行った評価）

①　対象

　○公共事業新規箇所評価件数

農林水産部所管事業

建設部所管事業

　○公共事業新規箇所評価の対象

一　災害復旧事業及び災害復旧に関連する事業箇所

二　道路、河川等の施設の維持修繕に係る事業箇所

②　実施時期

③　評価に用いた観点及び判定基準

　 評価結果の判定基準

配点（合計点数）

Ⅰ ８０点以上

Ⅱ ６０点以上８０点未満

Ⅲ ６０点未満

ア　実施状況

９件

６件

合　　　計 １５件

三　新規箇所評価を行い事業に着手した後、他の事業に移行しようとする事業箇所で、かつ、当初段階からの新た
　な総事業費の増額が３割以内の事業箇所

四　調査費の段階で新規箇所評価を行い調査に着手した後、事業化しようとする箇所で、かつ、調査段階からの新
　たな総事業費の増額が３割以内の事業箇所

　○事業所管課長等の評価
 　○新規箇所所管課長の１次評価　　　　令和元年７月
 　○新規箇所選定会議における最終評価　令和元年８月

　事業の「必要性」、「緊急性」、「有効性」、「効率性」及び「熟度」の５つの観点から、それぞれの事業
特性に応じて、評価項目及び配点（１００点満点）を設定した。

ランク（判定内容）

：「優先度がかなり高い」

：「優先度が高い」

：「優先度が低い」

　県が新たに実施しようとする公共事業（農林水産部及び建設部が所管する国庫補助事業及び県単独事業）で総事
業費が１億円以上の事業箇所（これらの事業の着手の一環として調査を行おうとする事業箇所を含む。）であっ
て、令和元年度補正予算及び令和２年度当初予算に計上しようとする事業箇所を対象とする。
　ただし、次の各号のいずれかに該当する事業箇所を除く。
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イ　公共事業新規箇所評価結果の概要及び評価結果の反映状況

①　評価結果の概要

■農林水産部（９箇所）

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

■建設部（６箇所）

No

1 Ⅰ

2 Ⅰ

3 Ⅰ

4 Ⅰ

5 Ⅰ

6 Ⅰ

②　評価結果の事業への反映状況

農山村振興課

課名 事業名 工区名 事業箇所 事業内容
総事業費
（百万円）

評価点
判定
ランク

県の
総合評価

農地中間管理機構関連
ほ場整備事業

浦山地区 大館市 区画整理 A=54.3ha 1,488 94 Ⅰ 選定

農地中間管理機構関連
ほ場整備事業

下内川西地区 大館市 区画整理 A=40.6ha 968 92 Ⅰ 選定

農地中間管理機構関連
ほ場整備事業

鹿野戸沖村地区 秋田市 区画整理 A=15.3ha 417 83 Ⅰ 選定

農地中間管理機構関連
ほ場整備事業

小板戸地区 由利本荘市 区画整理 A=23.6ha 727 83 Ⅰ 選定

農地集積加速化基盤整
備事業

野村地区 男鹿市 区画整理 A=45.4ha 1,360 84 Ⅰ 選定

農地集積加速化基盤整
備事業

太田南部地区 大仙市 区画整理 A=346.8ha 6,965 91 Ⅰ 選定

小水力発電施設整備事
業

仙平太田斉内地区 大仙市
小水力発電施設整備
N=１式

278

農地集積加速化基盤整
備事業

明田地野際地区 美郷町 区画整理 A=113.0ha 2,907

選定

Ⅰ 選定

89 Ⅰ 選定

93

1,620

300

81

総事業費
（百万円）

評価点
判定
ランク

Ⅰ

選定

県の
総合評価

道路課

地方道路交付金事業
（改築）

国道１０５号

地すべり防止事業 崩ヶ沢地区 由利本荘市 集水井工　４基　ほか 530

小坂町 歩道整備 L=280m

課名 事業名 工区名 事業箇所 事業内容

地方道路交付金事業
（交通安全）

仙北市 バイパス　L=830m

80 選定

81 選定

国道１０８号 由利本荘市 歩道整備 L=1,000m 356 80

国道２８２号

92通常砂防事業

80

火山砂防事業

選定

地方道路交付金事業
（交通安全）

（一）植田平鹿線 横手市 歩道整備 L=540m 590

河川砂防課

地方道路交付金事業
（交通安全）

浅田沢１及び２ 由利本荘市 砂防えん堤 N=２基 350 選定

森林整備課

　○各事業における反映状況については、各評価調書を参照。

東鮎川沢２及び３ 由利本荘市 砂防えん堤 N=２基 450 81 選定
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